
東員町議会HPはこちら▶東員町議会HPはこちら▶
卒業生を送り出す在校生とのふれあい（笹尾東小）

とういんあなたと議会をつなぐ

議会だより

●全議員で進めます
●令和７年度当初予算
●７人が町政を問う
●部活動で聴きました（二中）

2
4
17
22

1月臨時会
3月定例会
令和7年4月4日

発行　三重県東員町議会
163号
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新
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制
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議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
三
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
議
長
に
就
任

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
会
議
員
は
、地
域
の
皆
さ
ま
、東
員
町
住
民

の
皆
さ
ま
か
ら
尊
い
付
託
を
受
け
こ
の
場
に
立
た
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
使
命
と
責
務
を
強
く
自
覚
し
、

開
か
れ
た
議
会
運
営
を
目
指
し
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
、議
会
議
員
は
二
元
代
表
制
の
も
と
、行
政
か

ら
示
さ
れ
る
多
く
の
政
策
的
議
案
や
課
題
を
厳
し
く
審

議
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計

一
二
五
億
七
〇
〇
〇
万
円
、特
別
会
計
、企
業
会
計
を
含

む
と
一
九
八
億
円
と
い
う
、東
員
町
史
始
ま
っ
て
以
来
、

過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
多
く
の
課
題
解
決
に
向

け
、住
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
何
が
重
要
で
、何
が
必
要

な
の
か
を
、
東
員
町
議
会
議
員
全
員
で
考
え
知
恵
を
出

し
、進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

開かれた議会運営を

南な
ん

部ぶ

　

豊ゆ
た
か

川か
わ

瀬せ

　
孝た
か

代よ 

議　長 副議長
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◎議長・副議長・委員長・監査委員　○副委員長　□委員

議員名
議長
副議長
委員会等

伊
藤
ま
り

山
田
由
紀
子

大
崎
昭
一

広
田
久
男

伊
藤
治
雄

片
松
雅
弘

大
谷
勝
治

三
林
　
浩

山
崎
ま
ゆ
み

島
田
正
彦

南
部
　
豊

水
谷
喜
和

川
瀬
孝
代

三
宅
耕
三

議　　　　　長          ◎    

副　　議　　長            ◎  

議会選出監査委員   ◎          

総務建設常任委員会 ○   ◎  □   □ □ □

教育民生常任委員会 □  □ □  ◎  ○ □    □

議会広報広聴常任委員会 ○   ◎  □  □ □     □

予算決算常任委員会 ○ □ □ □ □ □ ◎ □ □ □ □ □ □

議会運営委員会 □ □ □ □ ◎ □ ○

北勢線対策検討特別委員会 □ □ ◎ □ □ ○

桑名広域清掃事業組合議会議員    □     □    

環境審議会委員      □     □  

消防委員 □     □  □       

水道水源保護審査会委員  □          □  

都市計画審議会委員  □     □   □  □  

桑名・員弁広域連合議会議員     □       □  

民生委員推薦委員会委員      □        

令和７年度の委員会構成
教育民生常任委員会 総務建設常任委員会

大
谷
議
員

島
田
議
員

◎
伊
藤
治
雄
議
員

○
山
田
議
員

水
谷
議
員

川
瀬
議
員

伊
藤
ま
り
議
員

広
田
議
員

三
宅
議
員

◎
片
松
議
員

○
三
林
議
員

大
崎
議
員

山
崎
議
員

３月定例会で、正副議長などの改選に伴い、一部構成に変更がありました。
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当
初
予
算
（
一
般
会
計
）

4

３ 月 定 例 会３ 月 定 例 会

(令和7年9月から)
18歳まで無料など！

　3 月定例会は、3 月 3 日
から 3 月 21 日までの会期
で開きました。
　令和 7 年度一般会計当初
予算など新年度予算 6 件、
人事 3 件、条例 23 件、補
正予算 5 件、道路認定 1 件、
発議 1 件などを審議し、原
案の通り可決などしました。

★歳出予算（支出）のポイント
　新・東員第一中学校建設や東員第二中学校の体育館空調設備設置などに伴い、
予算額が増加しています。さらに、児童手当や障害者自立支援事業の給付費など
が増加しています。
　また、昨今の物価高騰と人件費上昇も影響しています。

★歳入予算（収入）のポイント
　歳入の柱である町税は、前年比 6.7% 増（2 億 4693 万円）を見込んでいます。
地方交付税も増加傾向です。
　大きな事業があるため、財源不足分（4 億円）は基金（貯金）の取り崩しや国な
どから長期の借り入れをします。

一般会計の予算規模
125.7億円（過去最大）（過去最大）

前年比19億円増増18%増増

住
民
目
線
で
注
目
し
た
予
算

概要

デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付

金
の
活
用
期
間
が
終
了

し
、お
み
ご
と
プ
レ
ス
の

発
行
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
な

ど
は
終
了
し
ま
す
。

　

東
員
ウ
ォ
ー
カ
ー（
改
訂
版

）の
発
行
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ
発
信
な
ど
を

強
化
し
ま
す
。

概要

北
勢
線
は
、
沿
線

の
２
市
１
町
か
ら

の
補
助
金
な
ど
で
運
行

を
支
え
て
い
ま
す
。

概要

オ
レ
ン
ジ
バ
ス
は
、

八
風
バ
ス（
２
台
）

と
三
岐
鉄
道（
１
台
）に
運

行
委
託
を
し
て
い
ま
す
。

　

運
賃
収
入
は
１
２
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

本
町
の
魅
力
発
信

も
っ
と
便
利
に
し
た
い
　
公
共
交
通

3900万円

7940万円

8050万円

問
東
員
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
ど
の

よ
う
に
発
信
し
ま
す
か
。

答
政
策
課　

８
０
０
０
部

発
行
し
、
名
古
屋
駅
、
栄

駅
、
御
在
所
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

な
ど
に
並
べ
ま
す
。

問
北
勢
線
事
業
を
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
き

ま
す
か
。

答
政
策
課　

北
勢
線
事
業

運
営
協
議
会
が
、調
査
な

ど
を
専
門
業
者
に
委
託
し
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

問
南
北
線
の
運
行
委
託
料

を
昨
年
よ
り
８
０
０
万

円
減
ら
し
て
い
る
理
由
は
何
で

す
か
。

答
政
策
課　

購
入
し
た
バ

ス
の
減
価
償
却
処
理
が

終
わ
っ
た
か
ら
で
す
。

可
決

がんばれ！北勢線

改訂します
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所得制限も撤廃！
子どもの医療費

令和７年度
一般会計
当初予算

概要

子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
を
、
令
和

７
年
９
月
診
療
分
か
ら
、

対
象
年
齢
を
中
学
生
ま

で
か
ら
高
校
生
年
代
ま

で
拡
大
し
、
所
得
制
限
も
撤
廃

し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
医
療
機
関
の
窓

口
で
の
立
て
替
え
払
い
も
未
就

学
児
か
ら
高
校
生
年
代
ま
で
拡

大
し
、無
く
な
り
ま
す
。

概要

一
般
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
可
燃・

不
燃・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
収
集
運
搬
員
を
増

や
し
ま
す
。

概要

昼
間
、
家
庭
に
保

護
者
が
い
な
い
小

学
生
が
、放
課
後
を
安
全

・
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場

所
を
設
け
ま
す
。

　
笹
尾
西
地
区
学
童
保
育
所
の

利
用
人
数
が
増
加
し
た
の
で
、

１
支
援
体
を
増
設
し
ま
す
。

概要

感
染
し
や
す
い
病

気
の
発
生
や
蔓
延

を
防
ぐ
た
め
、予
防
接
種

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

子
ど
も
医
療
費
無
料

収
集
作
業
の
安
全
確
保

学
童
保
育
所
を
増
設

感
染
病
か
ら
守
り
ま
す

1億3280万円

6913万円

8000万円

1億39万円

問
対
象
者
に
は
ど
の
よ
う

に
周
知
し
ま
す
か
。

答
保
険
年
金
課　

対
象
者

全
員
に
案
内
書
を
送
付

し
ま
す
。

問
収
集
運
搬
員
を
増
員
す

る
理
由
は
何
で
す
か
。

答
み
ら
い
環
境
課　

収
集

車
後
部
に
乗
車
し
た
ま

ま
、
ご
み
袋
を
収
集
す
る
作
業

を
、安
全
に
す
る
た
め
、ゴ
ミ
収

集
車
１
台
と
収
集
運
搬
員
を
３

名
増
員
し
徒
歩
収
集
に
す
る
た

め
で
す
。

問
支
援
員
の
確
保
に
つ
い

て
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答
子
ど
も
家
庭
課　

支
援

員
の
確
保
は
難
し
い
状

況
で
す
。

　

広
報
と
う
い
ん
の
活
用
や
、

募
集
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
な

ど
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
５
０
０
万
円
増
え
て
い

る
理
由
は
何
で
す
か
。

　

ま
た
、
委
託
料
は
ど
の
よ
う

に
決
め
て
い
ま
す
か
。

答
子
ど
も
家
庭
課　

従
来

の
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

が
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
変
わ

っ
た
こ
と
が
主
な
増
額
理
由
で

す
。

　

委
託
料
は
、
三
重
県
医
師
会

か
ら
提
示
さ
れ
た
単
価
よ
り
積

算
し
て
い
ま
す
。
県
内
同
一
単

価
で
す
。

安全に収集します
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概要

通
学
路
の
安
全
確

保
を
目
的
と
し
て
、

通
学
路
で
あ
る
こ
と
を

目
立
つ
よ
う
に
す
る
た

め
、
舗
装
の
上
に
緑
色
塗
装
を

行
う「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
工
事
」

を
稲
部
地
区
の
通
学
路
で
実
施

し
ま
す
。

概要
　

時
間
の
救

急
医
療
と
受

け
入
れ
体
制
を
確

保
す
る
た
め
に
、い

な
べ
総
合
病
院
の
運
営
費

を
一
部
負
担
し
て
い
ま

す
。

概要

中
部
公
園
の
連
絡

橋
を
改
修
し
ま
す
。

ま
た
、町
内
の
都
市
公
園

遊
具
を
、安
全
に
使
え
る

よ
う
に
修
理
し
ま
す
。

概要

保
育
園
と
幼
稚
園

に
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
と
機
械
警
備
を
導

入
し
て
防
犯
対
策
を
強

化
し
ま
す
。

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策

救
急
医
療
運
営
費

連
絡
橋
の
改
修
と

公
園
遊
具
の
修
理

幼
保
の
防
犯
強
化

2500万円

1270万円

6000万円

809万円

問
「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
工
事
」

の
総
延
長
と
、工
事
費
の

財
源
を
伺
い
ま
す
。

答
建
設
課　

工
事
の
総
延

長
は
９・７
㎞
で
す
。

　
工
事
費
の
２
分
の
１
は
国
か

ら
補
助
金
が
出
ま
す
。

問
い
な
べ
総
合
病
院

に
救
急
医
療
運
営

費
を
負
担
し
て
い
る
の
は

何
故
で
す
か
。

答
健
康
長
寿
課　

い

な
べ
市
と
東
員
町

は
平
成
14
年
の
覚
書
に
基

づ
き
、
利
用
率
と
人
口
割

で
負
担
金
を
出
し
、住
民
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
体
制
に
し
て
い
ま
す
。

問
中
部
公
園
連
絡
橋
の
耐

用
年
数
は
何
年
で
す
か
。

答
建
設
課　

景
観
を
考
え

た
木
造
橋
な
の
で
、耐
用

年
数
は
25
年
程
度
で
す
が
、
床

板
部
分
が
腐
食
し
て
い
ま
す
。

　
木
目
調
の
耐
久
性
樹
脂
を
用

い
る
な
ど
、
周
囲
の
景
観
に
調

和
し
、
か
つ
腐
食
に
強
い
材
料

に
改
修
す
る
予
定
で
す
。

問
警
備
体
制
は
ど
の
よ
う

な
内
容
で
す
か
。

答
教
育
総
務
課　

警
備
会

社
に
通
報
す
る
セ
ン
サ

ー
を
導
入
し
ま
す
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
各
園
に
４
台

ず
つ
設
置
す
る
予
定
で
す
。

みんなの願い　交通安全

安心の 24 時間救急体制

長寿命化対策で安全確保

いつでも見てるぞ！

24
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概要

こ
ど
も
歌
舞
伎
、東

員
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

日
本
の
第
九
演
奏
会
な

ど
の
文
化
事
業
を
開
催

し
、
文
化
振
興
と
町
内
外
に
広

く
文
化
情
報
を
発
信
す
る
な
ど

行
い
ま
す
。

概要

新・
東
員
第
一
中

学
校
の
校
舎・
体

育
館
な
ど
の
建
築
工
事

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、指

定
避
難
所
で
あ
る
東
員

第
二
中
学
校
体
育
館
に

空
調
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

概要

新
た
な
放
課
後
児

童
対
策
と
し
て
、城

山
小
学
校
区
で
放
課
後

子
ど
も
教
室
を
試
験
的

に
開
催
し
ま
す
。

概要

笹
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の

経
年
劣
化
し
た
各
部
屋

の
換
気
設
備
改
修
と
、漏

水
な
ど
に
よ
る
多
目
的
ホ
ー
ル

の
床
下
劣
化
部
を
改
修
し
ま

す
。

価
値
あ
る
文
化
事
業
に

新
し
い
校
舎
で
　
毎
日
ワ
ク
ワ
ク
し
た
い
ね

地
域
の
学
び
場
づ
く
り

笹
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
改
修

2655万円

22億1843万円

65万円

1771万円

問
本
町
在
住
者
の
参
加
人

数
は
何
人
で
す
か
。
ま

た
、
入
場
料
収
入
の
見
込
み
を

伺
い
ま
す
。

答
社
会
教
育
課　

昨
年
度

の
実
績
は
、こ
ど
も
歌
舞

伎
は
５
人
、
東
員
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
は
４
人
、
日
本
の
第
九
演
奏

会
は
32
人
で
し
た
。

　
入
場
収
入
は
５
６
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
新・
東
員
第
一
中
学
校
の

建
設
事
業
に
対
し
て
、国

の
補
助
金
は
い
く
ら
で
す
か
。

答
教
育
総
務
課　

建
設
契

約
額
60
億
１
７
０
０
万

円
に
対
し
、
国
の
補
助
金
は
約

７
億
７
０
０
０
万
円
で
す
。

問
東
員
第
二
中
学
校
体
育

館
の
空
調
設
備
設
置
工

事
は
い
つ
に
な
り
ま
す
か
。

答
教
育
総
務
課　

学
校
と

相
談
し
、９
月
か
ら
翌
年

１
月
の
工
期
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

問
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行

う
の
で
す
か
。

答
社
会
教
育
課　

料
理
教

室
や
ダ
ン
ス
教
室
な
ど
、

市
民
活
動
支
援
団
体
に
協
力
し

て
も
ら
い
、
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
ホ
ー
ル
入
口
付
近
に
通

行
不
能
箇
所
が
あ
り
ま

す
。
修
理
し
な
い
の
で
す
か
。

答
社
会
教
育
課　

今
回
の

改
修
予
定
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ホ
ー
ル
に
入
る
手
前
に

階
段
も
あ
り
、今
後
、可
能
で
あ

れ
ば
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

こども歌舞伎

4 月から校舎建設始まります

そろそろ改修時期が来ました
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当
初
予
算
（
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
）

8

３ 月 定 例 会３ 月 定 例 会

問
保
険
料
が
、昨
年
度
よ
り

一
人
あ
た
り
約
８
８
０
０

円
増
額
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
基
金
を
取
り
崩
し
負
担
軽

減
を
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
保
険
年
金
課　

基
金
は
、

災
害
時
な
ど
に
活
用
し

ま
す
。

　
繰
越
金
を
活
用
し
て
一
人
あ

た
り
約
２
０
０
０
円
の
減
額
を

図
っ
て
い
ま
す
。

問
介
護
認
定
調
査
業
務
を

社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
す
る
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
。

答
健
康
長
寿
課　

介
護
認

定
す
る
ま
で
の
期
間
を

短
縮
す
る
こ
と
に
加
え
、
居
宅

介
護
事
業
所
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
で
す
。

問
保
険
料
の
改
正
は
し
ま

す
か
。

答
保
険
年
金
課　

保
険
料

の
改
正
は
、２
年
に
１
度

で
す
の
で
、
令
和
７
年
度
は
改

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
も
と
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
相
互
扶
助
の
精
神

に
基
づ
く
も
の
で
す
。
ま
た
、健

康
の
保
持
促
進
を
図
る
た
め
の

適
正
な
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
賛
成
し
ま
す
。

賛
成
討
論 

（
三
林
議
員
）

　

国
保
料
算
定
基
準
で
あ
る

「
均
等
割
」「
平
等
割
」を
廃
止
し

「
所
得
割
」引
下
げ
を
政
府
に
強

く
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
料
引
き
下
げ
を
求
め
反

対
し
ま
す
。

反
対
討
論 

（
大
崎
議
員
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

高
齢
化
に
伴
う
医
療
費
の
増

額
に
対
応
す
る
た
め
の
制
度
で
、

負
担
能
力
に
応
じ
て
公
平
に
負

担
し
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
の
必
要

な
運
営
費
で
あ
る
の
で
賛
成
し

ま
す
。

賛
成
討
論 

（
三
林
議
員
）

　

物
価
高
騰
の
中
、
各
種
医
療

費
と
薬
代
が
重
く
の
し
か
か
り

ま
す
。
年
金
は
ア
ッ
と
い
う
間

に
預
金
通
帳
か
ら
消
え
て
い
き

ま
す
。
国
庫
負
担
割
合
の
大
幅

引
き
上
げ
を
求
め
反
対
し
ま
す
。

反
対
討
論 

（
大
崎
議
員
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
推
進
す
る
た
め
、
適

正
な
制
度
運
営
費
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
賛
成
し
ま
す
。

賛
成
討
論 

（
三
林
議
員
）

　

介
護
保
険
制
度
は
25
年
間
で

制
度
改
悪
さ
れ
て
、
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
も
利
用
者
も
苦
し
い
状

況
で
す
。
事
業
者
の
健
全
経
営

と
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
求
め

反
対
し
ま
す
。

反
対
討
論 

（
大
崎
議
員
）

介
護
保
険
特
別
会
計

会計区分
特別会計 企業会計

国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険 水道事業 下水道事業

予算額 26 億 6060 万円 5 億 3690 万円 19 億 9915 万円 7 億 4114 万円 13 億 2150 万円

前年対比 ▲ 9.0% 0.6% 9.5％ 19.2％ ▲ 1.1%

今後の福祉に期待

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
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当
初
予
算
（
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
）
／
補
正
予
算
（
３
月
）

9

問
埼
玉
県
八
潮
市
で
発
生

し
た
下
水
管
路
に
よ
る

陥
没
事
故
と
同
規
模
の
管
路
が

三
重
県
内
に
あ
り
ま
す
か
。

答
上
下
水
道
課　

国
土
交

通
省
か
ら
１
日
当
た
り

の
下
水
処
理
能
力
が
30
万
ト
ン

以
上
で
、
口
径
２
メ
ー
ト
ル
以

上
の
下
水
管
路
に
つ
い
て
緊
急

点
検
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
内
に
は
該
当
す
る
管
路
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
県
内
の
比
較
的
大
き
な
管
路

は
、
目
視
点
検
な
ど
が
行
な
わ

れ
、
道
路
陥
没
に
繋
が
る
よ
う

な
異
常
は
な
い
と
の
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。

問
給
水
車
の
購
入
が
令
和

８
年
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、な
ぜ
で
す
か
。

答
上
下
水
道
課　

納
入
ま

で
の
期
間
が
、１
年
以
上

か
か
る
た
め
、
令
和
７
年
度
に

契
約
し
、令
和
８
年
度
中
に
納
車

を
予
定
し
て
い
る
た
め
で
す
。

問
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持

っ
た
給
水
車
で
す
か
。

答
上
下
水
道
課　

災
害
時

に
１
日
１
人
あ
た
り
、

３
リ
ッ
ト
ル
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
一
度
に
６
６
０
人
分
の
水

道
水
を
運
べ
ま
す
。

　
高
い
場
所
に
設
置
さ
れ
た
受

水
槽
に
も
送
水
可
能
な
加
圧
式

で
す
。

◆
請
願
件
名

　
「
再
審
法
改
正
を
求
め
る
意

見
書
」採
択
に
関
す
る
請
願

◆
請
願
者

三
重
弁
護
士
会

　
　
会
長　
長
谷
部　
拓
哉

◆
審
査
結
果

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、
請
願
者
か
ら
趣
旨
説
明

後
、
審
議
し
た
結
果
必
要
と
認

め
、
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し

た
。

◆
意
見
書

　
「
再
審
法
改
正
を
求
め
る
意

見
書
」を
追
加
発
議
し
、全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
意
見
書
詳
細
は
↓

請
願
第
１
号
を

全
員
賛
成
で
採
択

点検作業中

放水訓練中

下
水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

住
民
の
た
め
に

あ
り
が
と
う

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

概要

退
職
し
た
消
防
団

員
に
、
退
職
報
奨

金
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。

280万円
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１ 月 臨 時 会１ 月 臨 時 会

３ 月 定 例 会３ 月 定 例 会

概要

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

の
対
象
者
を
高
校
生
世

代（
18
歳
）ま
で
拡
大
す
る
も

の
で
す
。

概要

近
年
、保
育
園
の
入
園
希

望
者
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
待
機
児
童
解
消
な
ど
の
た

め
、
ク
ラ
ス
担
任
な
ど
を
受
け

も
つ
正
規
職
員
の
定
数
を
増

や
す
も
の
で
す
。

町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

町
職
員
定
数
条
例
の一部

改
正

問
令
和
７
年
９
月
１
日
の

施
行
に
し
た
理
由
は
な

ぜ
で
す
か
。

答
保
険
年
金
課　

医
療
費

の
更
新
、所
得
制
限
な
ど

無
く
な
っ
た
と
し
て
も
１
年
に

１
度
の
更
新
が
９
月
１
日
の
た

め
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ

せ
て
改
正
し
ま
す
。

問
働
い
て
い
る　

歳
も
対

象
で
す
か
。

答
保
険
年
金
課　

保
護
者

に
養
育
さ
れ
て
い
る
人

な
ど
が
対
象
で
す
。

　
自
身
が
社
会
保
険
に
加
入
し

て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

問
職
員
定
数
を
増
や
す
改

正
で
す
が
、職
員
採
用
の

め
ど
は
付
い
て
い
ま
す
か
。

答
総
務
課　

全
国
的
に
も

保
育
士
の
確
保
が
困
難

な
状
況
で
す
が
、
令
和
７
年
度

に
つ
い
て
は
確
保
で
き
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
採
用
試
験
の
時
期

や
回
数
を
検
討
し
、
確
保
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

8825万円

概要

物
価
高
騰
の
影
響

が
大
き
い
世
帯
な

ど
に
給
付
金
の
支
給
や
、

そ
れ
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
な
ど
を
行
う
も
の

で
す
。

臨
時
特
別
給
付
金
事
業

臨時給付金事業など
8825 万円 増額補正

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

主
な
条
例

主
な
条
例

条
例
改
正
（
３
月
）
／
１
月
臨
時
会

10

18
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委
員
会
活
動

11

　令和6年度は、主に下記の2つの活動テーマを進めてきました。
①防災・減災対策について（空き家対策を含む）
　丹

たん
波
ば

篠
ささやま

山市では、災害時ケアプラン（避難のための個別支援計画）、川西市では、空き家調
査アプリなどを活用した空き家対策について研修しました。
②非常時の水確保について
　四日市市では、住民が所有する井戸を災害時に生活用水として活用する方法などについて研
修しました。
　今後も、町民の皆さまにとって何が重要で、何が必要なのかを考え進めていきます。

　令和6年度は下記の活動テーマに決めて取り組んで来ました。
　月1回は委員会を開催することを宣言し、活発に活動を進めてきました。
　その成果もあり12月には提言書を行政に提出し、2月には委員会の活動を「みえる化」にま
とめました。

１　持続可能な町の取り組み
①施設の維持管理について

２　子ども・子育てを取り巻く社会
①少子化対策について　　②子育て支援について

総務建設常任委員会

災害災害ににどう備えるかどう備えるか

教育民生常任委員会

活動内容活動内容のの「みえる化」「みえる化」

研修報告書はこちら

提言書はこちら まとめはこちら

活動テーマ
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委
員
会
活
動
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広報広聴常任委員会

住民住民がが主役主役のの議会広報づくり議会広報づくり

議会だより議会だよりののリニューアル大成功！リニューアル大成功！

　「住民にわかりやすく、そしてリアル
に伝える」を基本に、記事を立体的に伝
える議会紙づくりに取り組んでいます。
　たくさんの人に登場してもらおうと、
まちに繰り出し記事に関係したインタ
ビュー取材を、苦労しながらも実行して
いました。
　8年前からは町民意見を積極的に取り
入れるための議会モニター制度を、ま
た、1年前からは苦労していた編集作業
を、プロの印刷業者にまかせています。
　「びっくりするほどブラッシュアップ
できた」とのことでした。
　どれも本町の議会広報づくりに取り入
れたい内容でした。

　村田さんは10年前に王寺町に入庁し、
翌年から広報担当となり、王寺町広報紙
や町公式サイトのリニューアル、SNSの
立ち上げなど、多岐にわたる広報改革を
成功させました。
　その後2年前より議会事務局に異動と
なり、議会だよりのリニューアルに取り
組み、全国広報コンクールに入賞するま
で成長させました。
　村田さんは、自身の持つ「親しみやす
く読みやすくする編集テクニック」の
数々を教えてくれました。彼の持つ編集
スキルには感心するばかりでした。
　私たち広報委員は、各自が一層のスキ
ルアップを目指すことを決意しました。

　『住民こそが主役の立場
で編集する広報づくり』を
学んできました。

　議会だよりのリニューア
ルについて、王寺町議会事
務局の村田さんに教えても
らいました。

研修報告書はこちら

広報アドバイザー
村田さん

1月27日（月）　和歌山県かつらぎ町議会へ広報研修

1月28日（火）　奈良県王寺町議会へ広報研修
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　議会改革の先進地である、おおい町議会を訪問しました。
　おおい町議会では、ICT化を進め、活動報告や出前懇談会を開催し、町民との意見交換の機会
を増やしています。その結果、町民の声が届きやすくなり、議会での決定が分かりやすくなっ
ています。
　議会改革が進めば、町民の意見が政策に反映されやすくなり、暮らしやすい町づくりにつな
がります。
　本町議会は、議会改革を推進して、住みやすい町づくりに取り組んでいきます。

　近江鉄道は、琵琶湖の東側の5市5町を走る鉄道で赤字経営が続いている鉄道会社です。
　2021年から再生に向け、他の交通（バス・BRT・LRT）などに転換した場合の比較調査や鉄
道を廃止した場合に必要となる財政比較（クロスセクター効果）などを調査した上で、全線継
続を決定しました。
　「上下分離方式」を導入し、さらに国からの交付金を利用し、再生に取り組んでいました。
　北勢線も赤字経営で暫定支援が続いていますが、地方鉄道が存続していくためには、いかに
営業収益を上げることと、国県の強力な支援の必要性を感じました。
　委員会として、様々な可能性や方向性を模索して議会ならではの提案をしていきます。

議会運営委員会 ～議会改革研修～

住民住民にに信頼される議会信頼される議会
1月20日（月）　福井県おおい町

北勢線対策検討特別委員会

鉄道再生鉄道再生へのへの取り組み取り組み
2月6日（木）　滋賀県庁

研修報告書はこちら

研修報告書はこちら
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1月17日（金）　北勢 5町議会議員研修

1月18日（土）　議会報告会　町保健福祉センター

議会合同研修議会合同研修をを開催開催

町民町民とのとの意見交換意見交換をを活発活発にに !!!!

　北勢5町（木曽岬町・菰野町・川越町・朝日町・東員町）の議員合同研修会を地方公共団体政
策支援機構の長内紳悟氏を講師に招き開催しました。
　これからの社会における労働力確保のためには、女性活躍社会として女性の参加推進、生涯
現役社会として74歳までは働く、多様性社会として障がい者雇用の推進、共生社会として外国
人雇用などに取り組む必要性が示されました。
　また、以前は政策の事後検証（PDCA）が大切であると言われてきましたが、今後は目指すべ
き方針を明確にすることが重要であり、その政策が市町村の将来を決定するとのことでした。

　議会基本条例に基づいて議会報告会を実施しました。
　各常任委員会（総務建設、教育民生、議会広報広聴、予算決算）および、議会運営委員会、
北勢線対策検討特別委員会の委員長が活動報告を行いました。
　その後、質疑応答の時間を設け、参加された住民からは多くの意見などが飛び交い、活発な
報告会となりました。
　今後も継続して、皆さまの意見などを参考に議論を重ね、議会として取り組んでいきます。
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○全会一致の議案等○

議　　案　　名 審議結果
財産の取得について 可決
概要   一中建設に伴い、事業用地として財産を取得するものです。

令和６年度東員町一般会計補正予算（第７号） 可決
概要   既定予算に歳入歳出それぞれ、8825 万円を増額補正するものです。

令和７年第１回（１月）臨時会（１月 24日）令和７年第１回（１月）臨時会（１月 24日）

○全会一致の議案等○

議　　案　　名 審議結果
固定資産評価審査委員会の委員の選任について（再任） 同意
概要   委員を再任するにあたり、議会の同意を得るものです。

町道の路線認定について 可決
概要   町道認定基準を満たす 93 路線を新たに路線認定するものです。

役場庁舎、東員町保健福祉センター及び東員町ふれあいセンター非常用発電機設置工事請負契約の変更契約について 可決
概要   工期の延長と、契約金額を増額するものです。

財産の無償貸付について 可決
概要   町が所有する鉄道用地を無償貸付するものです。

東員町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について 可決
概要   損害賠償責任額を限定し、それ以上の額を免責する旨を定めるものです。

東員町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定について 可決
概要   任期付職員の採用などに関して必要な事項を定めるものです。

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 可決
概要   法改正により、懲役及び禁錮を廃止、拘禁刑が創設されたことによる字句整理を行うものです。

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 可決
概要   法改正に伴い、条例に条ずれが生じたため、所要の改正を行うものです。

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るた
めのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 可決
概要   法改正に伴い、複数の条例に条ずれが生じたため、所要の改正を行うものです。

東員町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   法改正に伴い、字句訂正の他、条例に条ずれが生じたため、所要の改正を行うものです。

東員町職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   保育及び教育機関の職員の定数を 75 人から 85 人に改正するものです。

東員町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   人事院の「仕事と介護の両立支援の拡充」に係る所要の改正を行うものです。

東員町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   法改正に伴い、条例に条ずれが生じたため、所要の改正を行うものです。

東員町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   法改正に準拠し、所要の改正を行うものです。

東員町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   法改正に準拠し、所要の改正を行うものです。

町長、副町長及び教育長の給料及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   法改正に準拠し、所要の改正を行うものです。

東員町職員の給与に関する条例及び地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条
例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   人事院勧告に伴い、扶養手当、地域手当などについて改正を行うものです。

令和７年第２回（３月）定例会（３月３日～21日）令和７年第２回（３月）定例会（３月３日～21日）

各 議 案 の 賛 否各 議 案 の 賛 否各 議 案 の 賛 否
各
議
案
の
賛
否
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令和 7 年度東員町国民健康保険特別会計予算 ○  ○  ×  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ―  ○  ○  ○  可決  概要   前年度比　9.0% 減の 26 億 6060 万円を計上。
令和 7 年度東員町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ × ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ―  ○ ○ ○ 可

決概要   前年度比　0.6% 増の 5 億 3690 万円を計上。
令和 7 年度東員町介護保険特別会計予算 ○ ○ × ○ ○    ○ ○ ○ ○ ○ ―  ○ ○ ○ 可

決概要   前年度比　9.5% 増の 19 億 9915 万円を計上。
議長（－）は採決に加わらない。ただし、可否同数の場合は議長裁決。○は賛成、×は反対。

○賛否の分かれた議案・件名○

各
議
案
の
賛
否

16

議　　案　　名 審議結果
東員町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   会計年度任用職員の給料表などの改正を行うものです。

東員町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   体育施設の使用料などの所要の改正を行うものです。

東員町福祉医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   子どもの医療費助成に係る対象年齢拡大などの所要の改正を行うものです。

東員町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   内閣府令が公布されたことに伴い、所要の改正を行うものです。

東員町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   国の実施要綱に準拠し、支援員の資格要件を緩和するため、所要の改正を行うものです。

東員町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   法改正に伴い、保険料の賦課限度額の引き上げなどの所要の改正を行うものです。

東員町地域包括支援センターの職員等に関する基準を定める条例及び東員町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   法改正に伴い、地域包括支援センターにおける職員配置の柔軟化などの所要の改正を行うものです。

東員町中部公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   移動販売による飲食・物販などの出店に新たな占用料を徴するため所要の改正を行うものです。

東員町水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   省令の改正に伴い、未執行の条例に条ずれが生じたため、所要の改正を行うものです。

東員町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   施行令の改正に伴い、退職報償金支給額表に所要の改正を行うものです。

令和 6 年度東員町一般会計補正予算（第 8 号） 可決
概要   歳入歳出 1 億 6207 万円を増額補正し、予算総額 115 億 1390 万円とするものです。

令和 6 年度東員町国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号） 可決
概要   歳入歳出 1349 万円を増額補正し、予算総額 29 億 4200 万円とするものです。

令和 6 年度東員町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） 可決
概要   歳入歳出 601 万円を増額補正し、予算総額 5 億 3991 万円とするものです。

令和 6 年度東員町介護保険特別会計補正予算（第 4 号） 可決
概要   歳入歳出 4800 万円を増額補正し、予算総額 19 億 3763 万円とするものです。

令和 6 年度東員町下水道事業会計補正予算（第 1 号） 可決
概要   収益的収支予算　収入△ 1200 万円、資本的収支予算　収入・支出△ 1 億 3200 万円。

令和 7 年度東員町一般会計予算 可決
概要   前年度比　18.0% 増の 125 億 7000 万円を計上。

令和 7 年度東員町水道事業会計予算  
可決概要   収益的収支予算　収入　4 億 2228 万円、支出　4 億 869 万円

　　　  資本的収支予算　収入　2 億 4188 万円、支出　3 億 3245 万円を計上。
令和 7 年度東員町下水道事業会計予算  

可決概要   収益的収支予算　収入　8 億 4315 万円、支出　8 億 2113 万円
　　　  資本的収支予算　収入　4 億 1540 万円、支出　5 億 37 万円を計上。
監査委員の選任について 同意
概要   町議会議員のうちから監査委員の選任するにあたり議会の同意を求めるものです。

消防委員会の委員の選任について 同意
概要   町議会議員のうちから消防委員会の委員を選任するにあたり議会の議決を求めるものです。

再審法改正を求める意見書採択に関する請願 採択
概要   再審法改正を求めるものです。

再審法改正を求める意見書について 可決概要   請願が採択されたことによる意見書の提出。　※詳細は、9 ページ
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一般質問の内容を動画で視聴できます。
町ホームページの「東員町議会」から「録画動画配信」を検索するか、
スマートフォンやタブレットで二次元コードを読み取りご覧ください。

一般質問とは、町政・財政全般について町長の考えや疑一般質問とは、町政・財政全般について町長の考えや疑
問点を問点を質質

ただただ

す政策論議のことを言います。す政策論議のことを言います。
ただし、議案審議（委員会など）の段階で質問できる内容ただし、議案審議（委員会など）の段階で質問できる内容
は一般質問としては適当ではないとされています。は一般質問としては適当ではないとされています。

77
人
が
町
政
を
問
う

人
が
町
政
を
問
う

山田由紀子 山田由紀子 議員議員
・東員町 16 年一貫教育プランについて・東員町 16 年一貫教育プランについて
・障害者の就労支援について・障害者の就労支援について

山崎まゆみ 山崎まゆみ 議員議員 ・自治会機能の維持と、より一層の向上について・自治会機能の維持と、より一層の向上について

大崎　昭一 大崎　昭一 議員議員

・「非核平和の町宣言」の本町として、被爆 80 年、・「非核平和の町宣言」の本町として、被爆 80 年、
終戦 80 年における今年の企画取り組みについて終戦 80 年における今年の企画取り組みについて

・町民の「安全と安心を守るために」について・町民の「安全と安心を守るために」について
・全国で災害が頻発する中、全校の体育館の冷暖房・全国で災害が頻発する中、全校の体育館の冷暖房

導入について導入について

片松　雅弘 片松　雅弘 議員議員
・・下水道事業における老朽化した管路の更新について下水道事業における老朽化した管路の更新について
・町内の公園の維持管理について・町内の公園の維持管理について

大谷　勝治 大谷　勝治 議員議員
・小中学校での不登校児童について・小中学校での不登校児童について
・ふるさと納税について・ふるさと納税について

伊藤　まり 伊藤　まり 議員議員

・投票しやすい環境について・投票しやすい環境について
・意見募集（パブリック・コメント）について・意見募集（パブリック・コメント）について
・要望の取り扱いについて・要望の取り扱いについて
・東員町障害者等日常生活用具給付事業及び東員町・東員町障害者等日常生活用具給付事業及び東員町

障がい者協議会の組織について障がい者協議会の組織について

伊藤　治雄 伊藤　治雄 議員議員 ・計画的な地域開発について・計画的な地域開発について

東員駅から見た新・東員第一中学校建設地

17
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Q. 教育と就労支援は

Q.自治会活動の活性化は

A.自己実現などの育成を行います

A. 話し合いの場づくりからです

子
供
の
能
力
を
諦
め
な
い

問
一
昨
年
よ
り
進
め
ら
れ

た「
東
員
町
16
年
一
貫
教

育
プ
ラ
ン
」の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
教
育
長　
「
読
書
登
山
」　

「
東
員
学
び
検
定
」「
東
員

町
教
育
研
究
の
会
」の
課
題
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
保
護
者
と
課
題
を
共

有
し
、
子
育
て
の
一
環
と
し
て

町
全
体
で
取
り
組
み
、
プ
ラ
ン

の
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
障
が
い
者
の
就
労
支
援

の
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
地
域
福
祉
課
長　

雇
用

率
の
達
成
状
況
は
、三
重

労
働
局
桑
名
管
内
で
、
雇
用
が

義
務
付
け
ら
れ
た
企
業
１
７
２

社
の
う
ち
92
社
で
す
。

　
多
様
な
人
材
が
活
躍
す
る
社

会
は
、
寛
容
で
包
括
的
な
文
化

を
育
み
、「
共
生
社
会
」の
実
現

に
寄
与
し
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
一
般
就

労
で
き
る
よ
う
継
続
し
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

問
共
生
社
会
に
お
け
る
自

立
は「
子
供
の
能
力
を
諦

め
な
い
」と
い
う
認
識
が
重
要

と
捉
え
ま
す
。

　
今
後
の
教
育
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答
教
育
長　

年
長
か
ら
中

３
ま
で
、年
に
１
度
行
う

「
僕
の
夢
、私
の
未
来
」は
、自
身

の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
て

成
長
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。

　

地
域
福
祉
課
と
連
携
し
、
教

職
員
が
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

福
祉
と
教
育
の
連
携
や
、
学

校
卒
業
後
は
、
地
域
や
社
会
へ

つ
な
が
る
構
想
を
持
ち
な
が

ら
、
教
育
と
行
政
が
連
携
し
進

め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

赤ちゃんとママの交流の場（笹尾東 1”アイアイ”）

豊かな心を育成する

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

⑶
一
人
で
も
多
く
の
方
が
集
ま

り
、
地
域
の
課
題
や
思
い
を
話

し
合
え
る
場
や
機
会
を
作
り
、

関
わ
り
を
深
め
る
過
程
で
、
担

い
手
と
な
っ
て
い
く
方
が
増
え

る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
、
主
体
的
か
つ
持
続

的
に
地
域
課
題
を
よ
り
良
く
解

決
で
き
る
よ
う
に
、
寄
り
添
い
、

対
話
し
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん

が
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
を
応

援
し
て
い
き
ま
す
。



一般質問一般質問

原稿は本人が作成したものを原文のまま掲載。なお質問は２題まで掲載しています。
19

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
略
。
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
も
の
。

片か
た

松ま
つ

　
雅ま

さ

弘ひ
ろ

大お
お

崎さ
き

　
昭し

ょ
う

一い
ち

問
埼
玉
県
八
潮
市
で
、老
朽

化
し
た
下
水
道
管
の
破

損
に
よ
る
陥
落
事
故
は
、
わ
が

町
で
も
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
昭
和
51
年
に
下
水
道
整
備
さ

れ
た
笹
尾
地
区
で
は
、
間
も
な

く
耐
用
年
数
の
50
年
を
迎
え
ま

す
が
、40
％
が
未
更
新
で
す
。

　
下
水
道
管
の
老
朽
化
に
対
す

る
現
在
の
調
査
結
果
と
今
後
の

維
持
管
理・
改
築
計
画
や
ウ
ォ

ー
タ
ー
※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
に
向
け

た
準
備
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
よ
り
企
業
会
計

へ
移
行
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

使
用
料
収
入
だ
け
で
は
賄
え
ず
、

一
般
会
計
か
ら
３
億
円
を
繰
り

入
れ
て
い
ま
す
が
、
独
立
採
算

制
が
低
下
し
、
町
財
政
を
圧
迫

し
ま
せ
ん
か
。

答
上
下
水
道
課
長　

笹
尾

地
区
は
48
年
を
経
過
し

て
お
り
、
管
内
調
査
に
基
づ
き

長
寿
命
化
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
維
持
管
理
で
は
マ
ン
ホ
ー
ル

の
点
検
や
カ
メ
ラ
調
査
を
行
い

必
要
に
応
じ
て
修
繕
や
改
築
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
国
土
交
通
省
か
ら

Q. 戦後 80 年「平和企画」を提案

Q. 老朽化した下水道管の更新は

A. 次世代へ平和を。私たちの責務

A.修繕や改築を行っていきます

全
体
育
館
に
空
調
を

示
さ
れ
た
メ
リ
ッ
ト
の
実
効
性

が
図
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

問
昨
年
よ
り
公
園
の
遊
具
の

痛
み
が
激
し
く
、
使
用
で

き
な
い
遊
具
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、安
全
管
理
と
城
山
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
の
夜
間
の
騒
音
の
苦

情
や
施
錠
管
理
を
伺
い
ま
す
。

答
建
設
課
長　

現
在
使
用

を
中
止
し
て
い
る
傷
み

の
激
し
い
遊
具
は
更
新
し
て
い

き
ま
す
。

　
城
山
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
の

施
錠
は
、
施
設
管
理
の
担
当
課

と
協
議
し
ま
す
。

危険なすべり台

文化センターの一角に立つ
誓いのタワー

問
　
年
前
に「
非
核
平
和
の

町
宣
言　
東
員
町
」タ
ワ

ー
を
文
化
セ
ン
タ
ー
の
一
角
に

建
立
し
ま
し
た
。
被
爆・
終
戦

80
年
の
節
目
の
年
で
す
。「
原

爆
展
」に
加
え
記
念
植
樹
な
ど

「
平
和
の
企
画
」事
業
を
提
案
し

実
施
を
求
め
ま
す
。

答
総
務
課
長　
「
日
本
原
水

爆
被
爆
者
団
体
協
議
会
」

の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
は
極

め
て
意
義
深
い
で
す
。　

　
平
和
な
社
会
を
次
世
代
へ
引

き
継
ぐ
こ
と
は
、
今
を
生
き
る

私
た
ち
の
責
務
で
す
。
議
員
の

提
案
を
参
考
に
し
ま
す
。

問
犯
罪
防
止
対
策
で
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
は
時
代
の

流
れ
で
す
。
取
り
組
み
を
求
め

ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
確
率

が
格
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

　

防
災・
減
災
の
取
組
み
を
伺

い
ま
す
。

答
副
町
長　

防
犯
上
必
要

な
公
共
施
設
に
設
置
を

進
め
ま
す
。

　

防
災
対
策
は
、
備
蓄
品
の
更

新
や
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
避
難
所
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
住
居
へ
の
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。問

文
科
省
は
体
育
館
空
調

設
備
工
事
費
７
７
９
億

円
の
臨
時
特
例
交
付
金
を
新
設

し
ま
し
た
。
活
用
し
て
す
べ
て

の
小
中
校
体
育
館
の
空
調
整
備

を
急
い
で
く
だ
さ
い
。

答
教
育
総
務
課
長　

避
難

所
に
な
る
新
第
一
中
学

校
と
第
二
中
学
校
の
体
育
館
の

空
調
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

小
学
校
は
、
財
政
状
況
な
ど

を
考
慮
し
検
討
し
ま
す
。

公
園
の
遊
具
の
管
理
は

34
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伊い

藤と
う

　
ま
り

大お
お

谷た
に

　
勝か

つ

治じ

Q. 不登校児童生徒への対応は

Q. 誰もが投票できる環境に

A. 誰一人取り残されない学びを

A.サポートします

意
見
募
集
の
強
化
を

COCOLO プラン（文科省）

問
小
中
学
校
で
の
不
登
校

児
童
生
徒
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
学
校
教
育
課
長　

不
登

校
は
重
要
な
課
題
と
認

識
を
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
町
内
の
不
登
校
児
童

生
徒
の
状
況
は
、
令
和
７
年
１

月
末
現
在
で
、小
学
校
20
人
、中

学
校
28
人
で
す
。
昨
年
同
時
期

と
比
較
す
る
と
減
少
傾
向
に
は

あ
り
ま
す
が
、依
然
と
し
て
、多

く
の
児
童
生
徒
が
不
登
校
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
の
原
因
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
関
係
し
て
い
ま
す

が
、
不
登
校
の
理
由
の
最
も
大

き
な
も
の
は
、「
漠
然
と
し
た
不

安
」で
す
。
子
ど
も
達
の
不
安

感
と
同
様
に
、
保
護
者
に
も
不

安
感
が
あ
り
ま
す
。

　

国
は「
※

Ｃ
こ

Ｏ
Ｃ

こ

Ｏ
Ｌ

ろ

Ｏ
プ

ラ
ン
」を
策
定
し
、本
町
で
も
そ

れ
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
神
田
小
学
校
と
中
学
校
２
校

に
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
け
、指
導
員
を
配
置
し
、生
徒

の
支
援
や
本
町
の
実
態
に
応
じ

た
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

在
り
方
の
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

不
登
校
気
味
な
ど
の
生
徒
が
、

生
き
生
き
と
仲
間
と
談
笑
す
る

姿
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
級
満
足
度
調
査

（
Ｑ
Ｕ
調
査
）を
全
校
で
実
施

し
、学
級・学
校
運
営
の
改
善
に

役
に
立
て
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
の
状
態
に
あ
る
児
童

生
徒
が
学
び
を
継
続
し
、
社
会

で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
支
援
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

投票箱

問
様
々
な
背
景
の
方
々
が

投
票
で
き
る
社
会
を
目

指
し
、伺
い
ま
す
。

⑴
投
票
率
の
現
状
と
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
は
？

⑵
障
が
い
の
あ
る
有
権
者
へ
の

投
票
支
援
は
？

答
総
務
課
長　

⑴
投
票
率

は
低
下
傾
向
で
す
。
期

日
前
投
票
所
を
２
箇
所
に
増
設

し
ま
し
た
。

⑵
投
票
所
ス
タ
ッ
フ
に
、
投
票

事
務
説
明
会
に
お
い
て
点
字
投

票
、
筆
談
な
ど
の
説
明
を
し
て

い
ま
す
。

問
移
動
環
境
に
大
き
な
差

が
出
な
い
よ
う
、投
票
所

ま
で
の
移
動
支
援
を
創
設
し
て

は
ど
う
で
す
か
。
ま
た
、
投
票

所
内
で
不
安
な
方
を
補
助
す
る

サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

答
総
務
課
長　

移
動
支
援

は
、オ
レ
ン
ジ
バ
ス
を
活

用
し
た
支
援
策
を
研
究
し
ま
す
。

投
票
所
内
で
は
、
職
員
が
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
の
で
、
声
を
か
け

や
す
い
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

問
代
理
投
票
を
知
ら
な
い

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、ど
う
で
す
か
。

答
総
務
課
長　
現
在
は
、投

票
所
内
で
申
し
出
が
あ

っ
た
場
合
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
選
挙
か
ら
、
事
前
に
代

理
投
票
の
情
報
を
伝
え
ま
す
。

問
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
意
見
提
出
数
が
低
調

で
す
が
、
発
信
方
法
を
充
実
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

答
政
策
課
長　

広
報
と
う

い
ん
や
公
式
ラ
イ
ン
を

活
用
し
て
周
知
を
強
化
し
ま

す
。
ま
た
、
集
会
な
ど
の
機
会

に
出
向
き
、
情
報
提
供
す
る
よ

う
努
め
ま
す
。

※
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
と
は

　

文
部
科
学
省
が
、
不
登
校
対
策

と
し
て
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い

学
び
の
保
障
に
向
け
て
策
定
し
た

も
の
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住
宅
地
開
発
の
状
況
は

伊い

藤と
う

　
治は

る

雄お

Q. 企業誘致の必要性と考え方は
A. 企業優遇制度も検討します

問
地
域
経
済
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
、企
業
誘
致

に
関
す
る
考
え
方・
必
要
性
や

優
遇
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
町
長　
企
業
誘
致
は
、地

域
の
経
済
成
長
を
促
し
、

雇
用
の
創
出
や
住
民
の
生
活
水

準
の
向
上
、
町
財
政
の
安
定
的

な
財
源
確
保
な
ど
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

工
業
団
地
開
発
の
可
能
性
を
調

査
、研
究
し
、企
業
誘
致
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

本
町
の
製
造
業
は
、
事
業
所

数
や
製
造
品
出
荷
額
が
増
加
し

て
お
り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
進
出
企
業
に
対
す

る
独
自
の
優
遇
制
度
は
設
け
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
住
宅
地
開
発
に
関
し
、法

律
の
特
例
措
置
を
活
用

し
て
、
開
発
が
不
可
能
な
地
域

の
不
均
衡
是
正
な
ど
、
課
題
解

決
の
た
め
の
将
来
に
わ
た
る
展

望
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

答
町
長　

平
成　

年
か
ら

令
和
５
年
ま
で
の
10
年

間
に
、
小
学
校
区
別
の
児
童
数

の
比
較
で
、
三
和
校
区
は
１
０

０
人
減
少
し
て
お
り
、
児
童
数

に
大
き
な
偏
向
が
生
じ
て
お

り
、
町
と
し
て
重
大
な
課
題
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
全
体
の
人
口
の

減
少
も
著
し
い
た
め
、
集
落
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
住
宅

開
発
は
地
域
の
存
亡
に
か
か
わ

る
重
大
事
案
と
考
え
て
い
ま

す
。
地
域
の
維
持
に
関
わ
る
開

発
に
つ
い
て
、
当
該
地
域
と
協

働
し
、
覚
悟
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

ハイブリッドパークの現状

　議員が、過去の本会議で
行った一般質問の中から、
その後どのように町政に反映
されたかを追跡し、皆さんに
お知らせします。

　保護者や児童の安心安全のた
め、幼稚園・保育園に防犯カメ
ラの設置をしたらいかがです
か。

（令和 5 年 3 月の一般質問）

幼稚園・保育園に
防犯カメラを

　国からの補助金や財政状況を
考慮し、今後検討します。

　令和７年度に、幼稚園・保育園に防犯
カメラの設置と警備システムを導入し、
防犯対策を強化します。

こうなります

Q

A

追跡追跡
あの質問はあの質問は

どうなったんや？どうなったんや？

26
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22

部
活
動
で
聴
き
ま
し
た

22

■
藤
田
さ
ん（
２
年
、主
将
）

　

全
員
で
協
力
し
、
成
績
を
残

せ
る
チ
ー
ム
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
山
中
さ
ん（
２
年
、副
主
将
）

　

主
将
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
練
習

を
し
っ
か
り
リ
ー
ド
し
た
い
。

■
豊
田
さ
ん（
２
年
）

　

将
来
、
日
本
を
変
え
る
よ
う

な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

■
宮
下
さ
ん 

他
９
名

　

部
活
の
目
標
は
、
桑
員
地
区

ベ
ス
ト
４
で
す
。

■
西
岡
さ
ん 

他
７
名

　
新
し
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
く
だ
さ
い
。

部活動部活動のの楽しいこと♪ 大変楽しいこと♪ 大変ななことことなどなど 広聴レポートNo.9

❺
一
言
コ
メ
ン
ト

❸部活動の大変なこと
（複数回答あり）

❶部活動の楽しいこと
（複数回答あり）

❹部活動で得たこと
（複数回答あり）

❷この部活動に入った理由

☆質問項目
❶部活動の楽しいこと　❷部活動に入った理由　❸部活動の大変なこと　❹部活動で得たこと　❺一言コメント

0 5 10 0 5 10 15

0 5 10 0 5 10 15

友達といっしょに練習すること

勝ったときの満足感

体力がつく

足が速くなる

成長できる

練習がハード
休日がつぶれる（自分の時間少）

負けた時の悔しさ
帰宅時間が遅い

勉強との両立
お金がかかる

上下関係（先輩後輩）

自分がやりたかったから

先輩にすすめられたから

友達に誘われたから

親や家族にすすめられたから

友達（仲間）
技能向上

体力
楽しさ

やり抜く力（忍耐力）
自信

女子にモテる
礼儀

責任感（リーダーシップ）
思いやり

自主性

（人）

（人）

（人）

（人）

部活動部活動のの楽しいこと♪楽しいこと♪  大変大変ななことことなどなど

東員第二中学校東員第二中学校男子バスケ部男子バスケ部でで聴き聴きましたました！！東員第二中学校東員第二中学校男子バスケ部男子バスケ部でで聴き聴きましたました！！
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23

部
活
動
で
聴
き
ま
し
た

23

■
脇
さ
ん（
２
年
、主
将
）

　
練
習
を
重
ね
る
と
息
の
合
う

プ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

楽
し
い
で
す
。

■
松
本
さ
ん（
２
年
、副
主
将
）

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
他

校
の
友
達
を
つ
く
り
た
い
。

■
安
田
さ
ん（
２
年
）

　
ゴ
ー
ル
下
は
私
が
決
め
ま
す
。

■
ア
リ
ア
ハ
マ
ド
さ
ん（
２
年
）

　
最
後
ま
で
絶
対
に
あ
き
ら
め

ず
、試
合
に
勝
ち
ま
す
。

■
朝
倉
さ
ん（
１
年
）

　
新
入
部
員
に
見
本
を
見
せ
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

❺
一
言
コ
メ
ン
ト

❸部活動の大変なこと
（複数回答あり）

❶部活動の楽しいこと
（複数回答あり）

❹部活動で得たこと
（複数回答あり）

❷この部活動に入った理由

0 5 10 15 0 5 10 15

0 5 10 15 0 5 10 15

友達といっしょに練習すること

勝ったときの満足感

体力がつく

足が速くなる

成長できる

休日がつぶれる（自分の時間少） 
負けた時の悔しさ

練習がハード
勉強との両立

帰宅時間が遅い
上下関係（先輩後輩）

お金がかかる

自分がやりたかったから

友達に誘われたから

親や家族にすすめられたから

先輩にすすめられたから

友達（仲間）
楽しさ

体力
思いやり

礼儀
技能向上

やり抜く力（忍耐力）
自信

自主性
責任感（リーダーシップ）

男子にモテる

（人）

（人）

（人）

（人）

ご協力ありがとうございました！
たんぽぽリーグで

22 戦全勝優勝！

東員第二中学校東員第二中学校女子バスケ部女子バスケ部でで聴き聴きましたました！！東員第二中学校東員第二中学校女子バスケ部女子バスケ部でで聴き聴きましたました！！
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問
題
の
答
え
は
す
べ
て
議
会
だ
よ
り

の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
読
ん
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

問
１　

３
月
定
例
会
の
閉
会
日
は
何
月

　

何
日
で
し
ょ
う
か
。

問
２　

一
般
質
問
を
し
た
議
員
は
何
人

　

で
し
ょ
う
か
。

問
３　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初
予

　

算
総
額
は
い
く
ら
で
し
ょ
う
か
。

▼
応
募
方
法
／
官
製
は
が
き
ま
た
は
封

書
に
、
答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
ま
た
議
会
へ
の

ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

一
緒
に
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
で

も
応
募
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
あ
て
先
／
〒
五
一
一‒

〇
二
九
五

　
　
　

東
員
町
山
田
一
六
〇
〇
番
地

　
　
　

東
員
町
議
会
事
務
局

▼
締
切
り
／
令
和
７
年
４
月
30
日

　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

※

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
15
人
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

議
会
ク
イ
ズ

委 員 長／広田　久男
副委員長／伊藤　まり
委　　員／片松　雅弘　三林　　浩　　　　
　　　　　山崎まゆみ　三宅　耕三

議会広報広聴常任委員会

一般質問の議事録はホームページで公開しています。議会事務局でも閲覧できます。

ま
ち
の
話
題

次回の定例会は
令和７年６月２日に
開会予定です。
傍聴、お待ちしています。

　「東員町青少年育成町民会議」の呼
びかけで、家族連れの方などがたく
さん集まりました。東員町文化セン
ターから東員駅まで歩き、北勢線で
阿下喜へ。商店街や民家の華やかな
雛飾り巡りを楽しみました。帰路も
北勢線を利用し、車窓の雪化粧の鈴
鹿山脈も満喫。大人の足で８千歩程
歩き、交流を深め、充実した一日と
なりました。

町民歩け歩こう会
～あげきのおひなさん～

※この議会だよりは古紙配合率100％白色度80％の再生紙を使用しています。

令
和
7
年
4
月
4
日
発
行

発
行
／
東
員
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
T
E
L〈
0
5
9
4
〉8
6
－
2
8
1
3
　
FA
X〈
0
5
9
4
〉8
6
－
2
8
5
3

三
重
県
員
弁
郡
東
員
町
大
字
山
田
1
6
0
0
番
地
　
E
-m
a
il：
g
ikai@

tow
n.toin.lg

.jp
　
https://w

w
w
.tow

n.toin.lg
.jp/

1
月
臨
時
会

3
月
定
例
会
 1
6
3
号

編
集
後
記

　

議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
議
会
の
活
動
や

町
の
重
要
な
情
報
が
、
よ
り
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
編
集

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
特
に
令
和
７
年
度
の

当
初
予
算
な
の
で
町
民
の
皆
さ

ま
に
分
か
り
や
す
く
多
め
に
質

疑
応
答
の
記
事
を
載
せ
て
議
会

で
の
議
論
や
決
定
事
項
に
つ
い

て
詳
し
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う

心
が
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
部
活
に
取

材
訪
問
を
行
い
、
未
来
の
主
役

と
な
る
若
者
の
姿
を
届
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
読
ん
で
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
元
気
を
与
え
れ

ば
と
編
集
し
ま
し
た
。

　

議
会
の
活
動
は
、
時
に
厳
し

い
意
見
や
議
論
を
伴
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
す
べ
て
本
町
の
未
来
を

見
据
え
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
定
期
的
（
４
月
、
７

月
、
10
月
、
１
月
）
に
情
報
を

発
信
し
、
透
明
性
の
あ
る
議
会

運
営
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　

次
号
も
お
楽
し
み
に
！

（
三
林　

浩
）

応募が簡単に
なりました！

スマホで
二次元コードを
読み取って

応募してください




